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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
三
〇
〕

昭
三
九
8
（
畷
驕
研
蝶
レ
飢
巻
）

　
私
文
書
の
作
成
名
義
人
の
印
影
が
当
該
名
義
人
の
印
章
に
よ
つ
て
顕
出
さ
れ

　
た
場
合
と
文
書
の
真
正
の
推
定

　
求
償
債
権
等
請
求
事
件
（
昭
三
九
・
五
・
一
二
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
払
は
．
昭
和
三
四
年
九
月
、
金
二
〇
万
円
を
弁
済
期
昭
和
三
五
年
九
月
の
約

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

で
、
A
信
用
金
庫
よ
り
借
り
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
X
は
磧
の
委
託

に
基
き
、
磧
の
A
に
対
す
る
債
務
に
つ
き
保
証
を
な
し
、
将
来
、
X
が
代
位
弁

済
を
し
た
場
合
に
は
、
X
の
葛
に
対
す
る
求
償
債
権
に
対
し
日
歩
七
銭
の
遅
延

損
害
金
の
支
払
を
受
け
る
旨
を
約
定
し
、
L
・
L
は
．
葛
の
X
に
対
す
る
債
務

に
つ
き
連
帯
保
証
を
な
し
た
．
と
こ
ろ
が
、
払
は
A
に
対
し
弁
済
を
し
な
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
　
　
（
四
四
九
）



　
　
判
　
例
研
　
究

で
．
昭
和
三
五
年
コ
一
月
．
X
は
A
に
対
し
代
位
弁
済
を
為
し
．
前
記
約
定
に
基

ぎ
、
昭
・
協
・
L
に
対
し
、
元
利
金
及
び
約
定
損
害
金
の
支
払
を
求
め
て
．
訴

を
提
起
し
た
。
第
一
審
で
は
、
磧
・
L
は
口
頭
弁
論
期
日
に
も
出
席
せ
ず
、
又

何
等
の
準
備
書
面
も
提
出
せ
ず
、
唯
、
L
の
み
が
弁
論
に
出
席
し
、
X
の
請
求

原
因
事
実
に
つ
き
自
白
し
た
。
払
・
輪
は
X
の
主
張
を
自
白
し
た
も
の
と
扱
わ

れ
、
X
の
請
求
を
全
面
的
に
認
容
す
る
旨
判
決
が
あ
つ
た
。
兄
は
控
訴
し
、
控

訴
審
に
於
て
、
X
の
主
張
事
実
を
全
部
否
認
す
る
と
共
に
、
原
審
相
被
告
L
が

昭
の
印
鑑
を
盗
用
し
て
、
X
主
張
の
借
受
及
び
保
証
委
託
の
各
行
為
を
な
し
た

も
の
で
あ
り
．
又
．
原
審
に
於
て
は
、
L
が
す
べ
て
解
決
す
る
と
言
つ
た
た

め
、
L
は
出
席
し
な
か
つ
た
に
す
ぎ
な
い
と
、
主
張
し
た
。
控
訴
審
は
、
問
題

と
な
つ
て
い
る
、
保
証
委
託
契
約
書
等
の
各
文
書
（
甲
号
各
証
）
中
、
葛
の
名

の
下
の
印
影
が
同
人
の
印
を
以
つ
て
顕
出
さ
れ
た
事
は
当
事
者
に
争
が
な
い
の

で
、
該
文
書
は
反
証
な
き
限
り
、
民
事
訴
訟
法
第
三
二
六
条
に
依
り
真
正
な
も

の
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
払
・
鶏
・
そ
の
他
の
証
人
の
尋
問
の

結
果
、
右
の
反
証
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
な
い
．
と
し
て
甲
号
各
証
の
成
立
を

認
め
控
訴
を
棄
却
し
た
。
払
は
こ
れ
に
対
し
上
告
。
上
告
理
由
と
し
て
、
甲
号

各
証
中
、
磧
の
名
の
下
に
あ
る
印
影
が
同
人
の
印
章
を
以
つ
て
顕
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
民
訴
三
二
六
条
を
適
用
し
て
、
甲
号
各

証
の
成
立
を
認
め
た
の
は
法
令
違
反
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
．
こ
れ
に
対
し
最

高
裁
は
、
「
民
訴
三
二
六
条
に
『
本
人
又
ハ
其
ノ
代
理
人
ノ
署
名
又
ハ
捺
印
ア

ル
ト
キ
』
と
い
う
の
は
、
該
署
名
ま
た
は
捺
印
が
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
意

思
に
基
い
て
、
真
正
に
成
立
し
た
と
き
の
謂
で
あ
る
が
、
文
書
中
の
印
影
が
本

人
ま
た
は
代
理
人
の
印
章
に
よ
つ
て
顕
出
さ
れ
た
事
実
が
確
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
反
証
が
な
い
限
り
、
該
印
影
は
本
人
ま
た
は
代
理
人
の
意
思
に
基
い
て
成

立
し
た
も
の
と
推
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
右
推
定
か
な
さ
れ
る
結
果
、
当

九
八

（
四
五
〇
）

該
文
書
は
、
民
訴
三
二
六
条
に
い
う
『
本
人
又
ハ
其
ノ
代
理
人
ノ
（
中
略
）
捺

印
ア
ル
ト
キ
』
の
要
件
を
充
た
し
、
そ
の
全
体
が
真
正
に
成
立
し
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
説
示
し
、
原
判
決
が
、
甲
号
各
証
に
つ

き
、
甲
号
各
証
中
堕
の
名
の
下
の
印
影
が
同
人
の
印
を
以
つ
て
顕
出
さ
れ
た
事

は
当
事
者
間
争
が
な
く
、
該
文
書
は
反
証
な
き
限
り
、
民
訴
法
三
二
六
条
に
よ

り
真
正
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
と
判
示
し
た
の
も
、
こ
の
趣
旨
に
出
で
た
も

の
と
解
せ
ら
れ
、
正
当
で
あ
る
と
是
認
し
、
上
告
を
棄
却
し
た
。

　
一
　
本
件
は
、
私
文
書
に
作
成
名
義
人
の
印
章
に
よ
る
印
影
が
あ
る
が
、
そ

の
印
影
が
作
成
名
義
人
の
意
思
に
基
い
て
真
正
に
成
立
し
た
も
の
か
ど
う
か
に

争
が
あ
る
場
合
、
そ
の
文
書
の
真
正
を
認
め
て
よ
い
か
否
か
、
が
問
題
と
さ
れ

て
い
る
場
合
で
あ
る
。
判
旨
は
、
民
訴
法
三
二
六
条
を
適
用
し
て
、
私
文
書
の

真
正
を
認
め
る
に
つ
き
、
e
、
民
訴
法
三
二
六
条
の
適
用
あ
る
た
め
に
は
、
「
本

人
又
ハ
其
ノ
代
理
人
ノ
署
名
又
ハ
捺
印
」
が
本
人
又
は
其
の
代
理
人
の
意
思
に

基
い
て
真
正
に
成
立
し
た
事
が
前
提
要
件
と
さ
れ
る
。
⇔
、
私
文
書
に
作
成
名

義
人
の
印
章
に
よ
る
印
影
が
あ
る
時
は
、
反
証
の
な
い
限
り
、
作
成
名
義
人
の

意
思
に
基
い
て
、
真
正
に
そ
の
印
影
が
成
立
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
本
件
で

は
、
こ
の
推
定
法
則
に
依
り
、
e
の
前
提
要
件
が
充
た
さ
れ
、
従
つ
て
、
㊧
、

民
訴
法
三
二
六
条
の
適
用
が
あ
り
、
反
証
な
き
限
り
、
私
文
書
の
真
正
が
推
定

さ
れ
る
．
と
し
て
い
る
。
e
は
民
訴
法
三
二
六
条
の
法
律
解
釈
の
問
題
で
あ
る

が
、
学
説
は
従
来
か
ら
主
張
し
て
い
た
事
で
あ
る
（
南
腓
P
耐
鰍
㎝
舐
餅
怯
和
肋
り
瀞
鯉

都
峡
棚
鵬
薙
四
）
。
し
か
し
、
実
務
上
は
、
本
件
の
原
判
決
の
如
く
必
ず
し
も
明
確

に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
本
判
決
は
そ
れ
を
明

確
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
注
目
し
．
本
判
決
の
意
義
を
民
訴
法
三
二
六
条
の



法
律
解
釈
に
つ
い
て
の
判
例
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
説
も
あ
る
（
唖
計
」
抑
蔀
の
の

職
馳
鵬
誰
熔
丁
欄
醐
）
。
　
口
に
つ
い
て
は
、
こ
の
推
定
法
則
が
経
験
法
則
で
あ
る
の

か
証
拠
法
則
で
あ
る
の
か
、
又
、
こ
の
推
定
法
則
が
認
め
ら
れ
た
事
の
意
義
等

に
つ
ぎ
後
述
「
二
」
に
於
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。
さ
て
、
本
判
決
の
主
意
は
、
原
判

決
に
於
け
る
民
訴
法
三
二
六
条
適
用
に
つ
い
て
の
不
明
確
な
点
を
補
つ
て
、
そ

れ
を
是
認
す
る
事
に
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
即
ち
、
原
判
決
に
於
て

は
、
「
　
印
影
が
、
同
人
の
印
を
以
つ
て
顕
出
さ
れ
た
事
は
当
事
者
間
に
争

が
な
い
の
で
．
（
文
書
）
は
、
反
証
が
な
い
限
り
、
民
訴
法
三
二
六
条
に
よ
り
真

正
な
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
」
狛
・
L
等
の
証
言
は
こ
の
反
証
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
し
て
、
文
書
の
真
正
を
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

前
述
口
の
推
定
法
則
上
の
前
提
事
実
を
以
つ
て
、
直
ち
に
㊧
の
推
定
法
則
上
の

推
定
結
果
を
導
い
て
い
る
も
の
で
あ
つ
て
、
論
理
に
飛
躍
が
あ
る
。
⇔
の
推
定

に
つ
い
て
は
、
判
文
の
上
か
ら
は
何
ら
考
慮
し
な
か
つ
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
、
従
つ
て
、
e
の
民
訴
法
三
二
六
条
の
適
用
に
つ
い
て
の
法
律
解
釈
に
誤
解

が
あ
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
疑
え
る
の
で
あ
る
（
綱
鮨
即
鞘
喘
諏
耕
號
厳
葺
）
。
こ
の

様
な
原
審
の
不
充
分
な
判
示
を
、
最
高
裁
は
e
の
㊧
と
云
う
順
序
を
追
つ
て
考

え
た
も
の
で
あ
る
と
善
解
し
、
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
務
上
は
、
本
件
、

上
告
審
判
決
の
如
く
順
を
追
つ
て
詳
し
く
判
決
書
に
記
述
す
る
の
は
稀
で
あ
つ

て
、
原
審
の
如
く
簡
単
に
書
い
て
し
ま
う
の
が
通
例
の
様
で
あ
る
が
、
論
理
的

に
考
え
れ
ば
、
原
判
決
の
如
き
例
は
明
ら
か
に
不
充
分
で
あ
り
、
法
適
用
に
つ

い
て
誤
解
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
．
又
、
被
告
側
が

原
審
に
於
て
な
し
た
反
証
が
、
民
訴
法
三
二
六
条
の
推
定
の
み
な
ら
ず
、
⇔
の

経
験
法
則
上
の
推
定
を
ゆ
り
動
か
す
に
足
り
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
つ
た
の

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

か
、
果
し
て
O
の
推
定
に
つ
ぎ
正
し
く
認
定
が
な
さ
れ
た
の
か
、
若
干
の
疑
い

を
入
れ
る
余
地
が
な
い
と
は
云
え
な
い
。
し
か
し
．
事
実
認
定
は
原
審
の
専
権

に
属
す
る
事
で
あ
り
、
上
告
審
と
し
て
は
、
よ
ほ
ど
の
経
験
則
違
反
の
認
め
ら

れ
な
い
限
り
、
そ
れ
を
以
つ
て
原
判
決
を
破
棄
で
き
な
い
事
を
考
え
れ
ば
、
本

件
上
告
審
判
決
は
妥
当
な
も
の
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
二
　
前
述
O
の
民
訴
法
三
二
六
条
適
用
の
前
提
を
決
す
る
推
定
に
つ
い
て
．

証
拠
法
則
と
視
る
見
解
が
あ
る
（
撒
鏑
職
議
騰
甑
賎
謄
レ
鰐
軌
萄
願
錬
癬
碑
に
）
。
証
拠
法

則
と
は
、
画
一
的
な
法
則
に
依
つ
て
、
裁
判
官
の
事
実
判
断
を
拘
束
す
る
も
の

で
、
事
実
認
定
を
裁
判
官
の
具
体
的
確
信
に
委
か
す
自
由
心
証
主
義
に
対
し
て

は
例
外
を
な
す
規
定
で
あ
り
（
辣
仔
一
一
嘱
鳩
酷
研
）
、
判
例
法
に
よ
る
証
拠
法
則
の
樹

立
は
少
く
と
も
民
訴
法
三
二
六
条
の
予
定
す
る
所
で
は
な
い
（
謙
肝
硝
醐
書
Y
従

つ
て
、
⇔
の
推
定
法
則
は
証
拠
法
則
と
目
す
べ
き
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
経

験
法
則
上
の
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
（
揃
鵬
鑑
嫉
鼎
鰍
撤
ゼ
傭
暖
魁
肋
雌
購
齢
盟
翻
報
植

ゆ
る
の
棚
礎
慮
騰
塊
批
紅
）
。
一
般
に
民
訴
法
三
二
六
条
自
体
は
証
拠
法
則
で
あ
る
と
さ

れ
、
そ
の
推
定
は
性
格
と
し
て
、
所
謂
事
実
上
の
推
定
で
あ
る
と
さ
れ
て
居

る
。
従
つ
て
、
そ
の
推
定
と
い
う
面
に
の
み
注
目
す
れ
ぽ
、
民
訴
法
三
二
六
条

は
一
般
的
な
経
験
法
則
の
宣
明
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
普
通
の
経
験
法
則

の
場
合
に
於
て
は
、
一
般
的
な
経
験
法
則
に
依
る
の
が
妥
当
で
な
い
例
外
的
・

特
殊
的
事
例
の
場
合
に
は
直
ち
に
例
外
的
・
特
殊
的
な
経
験
法
則
に
依
つ
て
判

断
な
し
得
る
の
に
対
し
、
そ
れ
が
法
文
上
に
宣
明
さ
れ
、
証
拠
法
則
化
さ
れ
た

事
に
よ
つ
て
、
そ
の
証
拠
法
則
に
依
ら
な
い
場
合
に
は
．
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
に
、
消
極
的
拘
束
力
が
働
ら
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
民
訴
法
三
二
六
条
の
意
義
は
、
そ
の
内
容
た
る
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
四
五
一
）



判
　
例
　
研
　
究

法
則
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
が
法
文
上
に
宣
明
さ
れ
、
証
拠
法
則
と
さ
れ
、
消

極
的
拘
束
力
を
有
す
る
に
至
つ
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
目
的
と
す
る
所

は
、
文
書
の
形
式
的
証
拠
力
の
認
定
を
容
易
な
ら
し
め
る
事
な
の
で
あ
る
。
あ

る
経
験
法
則
が
証
拠
法
則
と
さ
れ
る
結
果
生
ず
る
効
果
は
、
理
論
上
は
消
極
的

拘
束
性
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
余
程
の
こ
と
が
な
い
か
ぎ
り

特
別
な
具
体
的
情
状
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
に
依
る
べ
し
と
云
う
に
近

い
、
か
な
り
強
い
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
本
件
の
推
定
法
則
に
つ
い
て

も
、
理
論
上
・
証
拠
法
則
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
な
い
と
さ
れ
て
も
、
現
実
に

は
、
最
高
裁
が
取
上
げ
て
特
に
判
決
に
宣
明
し
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
証
拠

法
則
的
効
力
（
即
ち
、
あ
る
程
度
の
拘
束
力
）
を
有
す
る
の
で
あ
る
（
揃
調
繊
耕
鰍
謙

曾
踊
巌
）
。
そ
こ
に
、
本
判
決
の
意
義
が
あ
る
。
即
ち
、
民
訴
法
三
二
六
条
と
相

侯
つ
て
、
文
書
の
真
正
の
認
定
を
よ
り
一
層
容
易
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
般

に
は
文
書
の
真
否
の
問
題
は
補
助
事
実
に
つ
い
て
の
間
題
で
あ
る
事
か
ら
、
そ

の
認
定
責
任
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
実
質
的

証
拠
力
の
認
定
に
つ
い
て
厳
格
を
期
す
る
事
に
よ
り
、
不
当
な
結
果
の
発
生
を

防
ぎ
得
る
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
る
に
、
実
際
に
は
判
例
は
文
書

の
有
す
る
実
質
的
証
拠
力
を
過
度
に
重
視
し
、
そ
の
反
証
の
成
立
に
つ
ぎ
厳
し

く
容
易
に
認
め
な
い
傾
向
に
あ
る
（
靴
鋤
鮪
㌃
物
鍵
ピ
嚇
煉
も
研
貌
麓
一
諒
姻
頒
諦
臓
燗
制
購

旛
酷
醤
懲
魂
継
例
○
）
。
そ
し
て
、
　
こ
の
様
な
判
例
の
傾
向
と
文
書
の
真
正
の
認
定

を
容
易
化
す
る
方
向
と
を
結
び
つ
け
て
考
え
れ
ば
、
例
え
ば
、
契
約
書
に
あ
る

作
成
名
義
人
の
印
影
が
同
人
の
印
章
に
よ
る
事
か
ら
安
易
に
そ
の
契
約
の
存
在

を
認
め
て
し
ま
う
様
な
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
間
接
事
実
た
る
文
書
の
真
否
の

認
定
を
、
証
拠
法
則
の
導
入
等
に
よ
り
、
形
式
化
し
容
易
に
す
る
事
は
、
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
四
五
二
）

の
簡
明
と
能
率
と
い
う
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
不
当
と
は
云
い
得
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
あ
く
ま
で
も
実
質
的
証
拠
力
の
認
定
に
重
点
を
置

き
、
厳
格
に
す
る
事
が
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
実
質
的
証
拠
力
に
つ
い
て
の
判
例
の
傾
向
が
前
述
の
如
き
も
の
で

あ
る
現
状
に
於
て
は
本
判
決
の
如
ぎ
推
定
法
則
を
認
め
る
に
つ
い
て
も
！
そ

の
こ
と
自
体
に
は
賛
意
を
惜
し
む
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
ー
－

一
抹
の
不
安
を
感
ず
る
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
・
渡
辺
梶
之
）

昭
三
九
9
（
隙
號
鳩
験
卜
財
巻
）

　
一
、
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
が
招
集
し
た
臨
時
社
員
総
会
に
お
け
る
決
議

　
の
効
力

　
二
、
職
務
執
行
停
止
仮
処
分
中
に
代
表
取
締
役
が
な
し
た
代
表
行
為
は
、
後

　
に
仮
処
分
が
取
消
さ
れ
た
場
合
遡
つ
て
有
効
と
な
る
か

　
請
求
異
議
事
件
（
昭
和
三
九
・
五
二
二
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
Y
有
限
会
社
（
被
上
告
人
）
代
表
取
締
役
K
は
、
会
社
を
代
表
し
て
、
X
（
上

　
告
人
）
と
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
右
両
名
の
委
嘱
に
よ
り
、
昭
和
三

　
　
二
年
二
月
九
日
本
件
債
務
名
義
で
あ
る
執
行
力
あ
る
公
正
証
書
が
作
成
さ
れ

　
　
た
。
そ
し
て
、
同
二
月
一
五
日
に
右
債
務
名
義
に
よ
り
X
は
Y
会
社
所
有
の
有

　
体
動
産
の
差
押
を
な
し
た
が
、
K
は
す
で
に
一
月
一
七
日
に
、
代
表
取
締
役
選

　
任
決
議
取
消
の
訴
を
本
案
と
す
る
職
務
執
行
停
止
の
仮
処
分
を
受
け
て
い
た
も

　
　
の
で
あ
つ
て
．
Y
会
社
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
S
が
会
社
を
代
表
し
て
、
K

　
　
の
右
公
正
証
書
作
成
委
嘱
行
為
の
無
効
を
理
由
と
し
て
、
強
制
執
行
に
対
す
る



請
求
異
議
の
訴
を
提
起
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
．

第
一
審
・
第
二
審
を
通
じ
て
、
執
行
債
権
者
た
る
X
の
側
で
は
、
右
の
仮
処
分
が

後
に
本
案
で
あ
る
総
会
決
議
取
消
の
訴
の
却
下
（
出
訴
期
間
徒
過
Y
確
定
に
も

と
づ
ぎ
取
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
務
執
行
停
止
の
仮
処
分
が
遡
及
的
に
無

効
と
な
り
従
つ
て
本
件
債
務
名
義
た
る
右
公
正
証
書
作
成
行
為
も
遡
つ
て
有
効

と
な
る
も
の
と
主
張
し
た
が
、
い
ず
れ
も
敗
訴
し
た
（
第
一
審
－
甲
府
地
判
昭

三
四
・
五
・
一
五
、
第
二
審
i
東
高
民
一
三
判
昭
三
五
・
一
〇
・
八
）
。

そ
こ
で
、
X
は
次
の
ご
と
き
理
由
に
よ
り
上
告
し
た
。
第
一
に
、
本
案
前
の
主

張
と
し
て
、
本
件
訴
訟
は
Y
会
社
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
S
に
よ
り
提
起
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
昭
和
三
二
年
九
月
二
〇
日
．
右
S
の
招
集
し
た
臨
時
社
員
総

会
に
お
い
て
、
職
務
執
行
停
止
中
の
代
表
取
締
役
K
を
解
任
、
新
た
に
T
（
仮

処
分
申
請
人
）
を
代
表
取
締
役
に
選
任
す
る
決
議
が
な
さ
れ
、
右
丁
は
本
件
訴
訟

を
S
か
ら
受
継
し
、
爾
後
代
表
者
と
し
て
訴
訟
を
追
行
し
て
居
る
。
し
か
し
、

職
務
代
行
者
が
臨
時
社
員
総
会
を
招
集
し
取
締
役
を
選
・
解
任
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
商
法
二
七
一
条
に
よ
り
仮
処
分
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
処
置
と
し
て
当
然

無
効
で
あ
り
、
従
つ
て
T
は
無
権
限
の
代
表
者
で
あ
り
本
訴
は
却
下
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
つ
て
、
民
訴
三
九
五
条
一
項
四
号
に
よ
り
、
及
び
、
審
理
不
尽
に
よ

り
原
判
決
は
破
棄
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
仮
処
分
の
取
消
の
効
果
が

遡
及
す
る
か
否
か
は
取
消
の
事
由
の
発
生
が
仮
処
分
決
定
前
で
あ
る
か
後
で
あ

る
か
に
よ
つ
て
分
か
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
即
ち
特
別
事
情
に
よ
る
仮
処
分
の
取

消
又
は
事
情
変
更
に
よ
る
取
消
の
ご
と
ぎ
は
仮
処
分
決
定
当
時
よ
り
後
に
発
生

し
た
取
消
事
由
に
よ
る
か
ら
将
来
に
向
つ
て
の
み
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
反
し
て
仮
処
分
決
定
以
前
に
発
生
し
た
事
由
に
よ
る
取
消
は
遡
及

的
効
力
を
生
ず
る
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
．
本
件
の
仮
処
分
取
消
は
本
案
訴
訟
の

却
下
を
理
由
と
す
る
も
の
で
後
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
原
審
は
法

判
　
例
　
研
　
究

　
　
令
解
釈
を
誤
つ
て
い
る
．

　
　
以
上
に
対
し
判
決
は
次
の
如
く
い
う
。
第
一
点
に
つ
ぎ
、
　
「
代
表
取
締
役
職
務

　
　
代
行
者
は
商
法
二
七
一
条
に
よ
り
会
社
の
常
務
に
属
さ
な
い
行
為
を
す
る
こ
と

　
　
は
禁
ぜ
ら
れ
、
臨
時
社
員
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
は
会
社
の
常
務
と
は
い
え
な

　
　
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
職
務
代
行
者
が
招
集
し
た
臨
時
社
員
総
会
に

　
　
お
け
る
決
議
は
当
然
無
効
と
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
商
法
二
七
四
条
所
定
の
決

　
　
議
取
消
の
訴
に
よ
つ
て
の
み
取
消
さ
れ
う
る
に
止
ま
る
も
の
と
解
す
べ
き
」
で

　
　
あ
る
。
第
二
点
に
つ
き
、
　
「
所
論
仮
処
分
は
仮
の
地
位
を
創
設
す
る
も
の
で
あ

　
　
っ
て
、
一
定
の
者
か
ら
職
務
執
行
の
権
限
を
剥
奪
し
、
他
の
適
当
な
者
に
こ
れ

　
　
を
与
え
て
代
行
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
職
務
の
執
行
を
停
止
さ
れ
た
も
の
が

　
　
仮
処
分
の
趣
旨
に
反
し
て
行
な
つ
た
行
為
は
絶
対
に
無
効
で
あ
り
、
後
に
仮
処

　
　
分
が
取
り
消
さ
れ
て
も
そ
の
取
消
原
因
の
如
何
を
問
わ
ず
遡
つ
て
有
効
と
な
る

　
　
も
の
で
は
な
い
」
1
上
告
棄
却
。

　
上
告
理
由
の
第
一
点
は
、
代
表
取
締
役
と
し
て
Y
会
社
を
代
理
し
て
訴
訟
行

為
を
為
し
て
い
る
T
の
代
表
資
格
を
争
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
、
主
張

の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
代
行
者
の
招
集
し
た
臨
時
総
会
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
代
表
取
締
役
丁
に
つ
い
て
、
そ
の
選
任
決
議
の
効
力
の
問
題
の
ほ

か
に
、
か
り
に
右
の
決
議
が
有
効
で
あ
つ
た
と
し
た
場
合
に
も
、
仮
処
分
取
消
以

前
に
新
代
表
取
締
役
に
よ
る
訴
訟
受
継
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
が
存
す

る
（
後
者
は
職
権
調
査
事
項
で
あ
る
）
。
　
さ
ら
に
、
前
者
に
つ
い
て
も
．
上
告
理

由
が
新
代
表
取
締
役
選
任
決
議
の
無
効
の
主
張
の
根
拠
を
い
か
な
る
点
に
も
と

め
て
い
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
一
方
、
商
法
二
七

一
条
を
挙
示
し
て
い
る
こ
と
及
び
裁
判
所
の
許
可
を
受
け
て
居
ら
な
い
こ
と
を

主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
新
取
締
役
選
任
の
た
め
の
臨
時
総
会
招

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
（
四
五
三
）



判
　
例
　
研
　
究

集
が
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
の
権
限
外
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
も
と
れ
る

し
、
他
方
、
。
仮
処
分
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
る
処
置
と
し
て
当
然
無
効
」
と
い

う
主
張
な
ら
び
に
理
由
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
東
京
控
訴
院
の
昭
和
七
年
二

月
一
五
日
の
判
例
の
趣
旨
よ
り
す
れ
ば
、
右
決
議
内
容
が
仮
処
分
命
令
に
違
反

す
る
も
の
と
の
主
張
と
も
と
れ
る
。

　
以
上
の
問
題
点
を
整
理
す
れ
ぽ
次
の
三
つ
に
な
る
。

　
一
、
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
が
招
集
し
た
臨
時
社
員
総
会
に
お
け
る
取
締

役
選
任
決
議
の
効
力

　
二
、
職
務
執
行
停
止
仮
処
分
中
の
取
締
役
を
解
任
し
新
取
締
役
を
選
任
す
る

決
議
は
そ
の
内
容
が
右
仮
処
分
命
令
に
違
反
す
る
か

　
三
、
右
決
議
が
有
効
だ
と
し
た
場
合
に
、
仮
処
分
取
消
前
に
新
代
表
取
締
役

に
よ
る
訴
訟
受
継
が
可
能
か

　
右
の
う
ち
、
一
を
倉
沢
が
研
究
し
、
二
お
よ
び
三
を
石
川
が
研
究
す
る
。

　
一
、
取
締
役
職
務
代
行
者
は
、
仮
処
分
命
令
に
別
段
の
定
の
あ
る
場
合
の
ほ

か
、
会
社
の
常
務
に
属
さ
な
い
行
為
を
為
す
権
限
を
有
し
な
い
（
嫡
臓
餌
砒
海
談
一

条
）
。
そ
し
て
、
学
説
は
ほ
ぽ
一
致
し
て
、
定
時
総
会
の
招
集
は
常
務
に
属
す
る
が

臨
時
総
会
の
招
集
は
常
務
に
属
さ
な
い
も
の
と
し
て
い
る
（
獄
瀕
蟹
曝
鰭
激
融
榊

識
翫
｛
脚
搬
絵
配
講
輕
）
．
本
件
判
決
は
、
右
の
通
説
的
見
解
を
明
言
す
る
は
じ
め
て

の
判
例
で
あ
る
（
翻
か
雛
脇
譲
難
舗
懸
難
慰
額
雛
微
議
藷
獣
酷
緒

が
、
そ
の
場
合
の
代
行
者
の
権
限
が
商
法
二
七
一
条
の
新
設
に
よ
り
爾
後
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も

の
と
解
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
代
行
者
の
権
限
に
つ
き
仮
処
分
の
目
的
か
ら
す
る
当
然
の
限
定
を
明
文
化

し
た
も
の
と
解
す
べ
き
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
旧
法
上
の
判
例
と
し
て
は
、
下
級
審
で
あ

る
が
、
少
数
株
主
権
に
も
と
っ
く
総
会
招
集
が
あ
つ
た
場
合
に
代
行
者
に
臨
時
総
会
招
集
義
務
あ
り
と
す

る
も
？
ー
萸
地
判
昭
七
・
八
・
五
新
聞
三
四
四
七
号
五
頁
ー
、
清
算
人
職
務
代
行
者
に
清
算
人
解
・
選

任
を
目
助
と
ナ
る
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
権
限
あ
り
と
す
る
も
の
t
東
控
判
昭
二
・
』
二
・
七
新
欄

一
〇
二

（
四
五
四
）

畢
⑳
o
髄
翫
頒
釧
奪

「
常
務
」
と
は
．
そ
の
会
社
に
と
つ
て
通
常
の
経
過
に
と
も
な
う
業
務
行
為
を

い
亀
の
で
あ
る
か
ら
（
敵
騨
璃
鞭
艶
聾
鵠
蟹
縫
罐
酪
攣
確
累
能
）

代
表
取
締
役
の
解
・
選
任
を
目
的
と
す
る
本
件
臨
時
総
会
の
招
集
が
常
務
に
属

さ
な
い
も
の
と
す
る
か
ぎ
り
で
は
判
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
に
臨
時
総
会
招
集
が
常
務
に
属
さ
ず
従
つ
て
代
行
者
の
権
限
外
で
あ
る
と

す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
．
何
と
な
れ
ば
、
定
款
上
業
務
執
行
権
が
大
幅
に
総

会
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
会
社
に
お
い
て
は
、
代
行
者
が
常
務
を
な
す
た
め
に
臨

時
総
会
が
招
集
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
考
え
得
る
し
、
一
方
、
代
行
者

が
取
締
役
の
選
任
・
定
款
変
更
等
を
議
案
の
一
つ
と
し
て
定
時
総
会
を
招
集
し

た
場
合
に
．
そ
れ
ら
の
決
議
に
何
ら
の
蝦
疵
が
な
い
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な

い
．
昭
和
二
一
一
年
改
正
法
の
立
法
に
直
接
関
与
さ
れ
た
奥
野
氏
他
七
氏
の
「
株

式
会
社
法
釈
義
」
に
は
、
非
常
務
行
為
の
例
と
し
て
「
解
散
の
為
の
総
会
の
招

集
」
が
挙
げ
ら
れ
て
居
り
異
論
は
あ
り
得
な
い
が
、
こ
れ
は
総
会
の
目
的
に
も

と
づ
く
分
類
で
あ
つ
て
、
定
時
総
会
・
臨
時
総
会
と
い
う
総
会
の
種
類
に
よ
る

区
別
と
は
基
準
を
異
に
す
る
．
解
散
議
案
を
定
時
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
も
可

能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
結
局
、
総
会
招
集
が
常
務
に
属
す
る
か
否
か
は
、
そ

の
会
議
の
目
的
た
る
事
項
が
そ
の
会
社
の
通
常
の
経
過
に
と
も
な
う
事
務
で
あ

る
か
否
か
に
よ
つ
て
判
定
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
榊
棚
鰍
綴

例
評
釈
に
お
い
て
、
　
「
臨
時
総
会
の
招
集
す
な
わ
ち
会
社
の
常
務
か
否
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
．
そ
の
総

会
が
ど
う
い
う
目
的
の
も
と
に
招
集
せ
ら
れ
る
か
に
よ
つ
て
判
定
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
　
一
般
的
に
い
つ
て
会
社
の
通
常
の
業
務
経
過
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

裁
判
所
の
許
可
を
得
れ
ぽ
招
集
は
可
能
な
の
で
あ
る
か
ら
、
一
応
常
務
に
属
さ
な
い
と
し
て
も
い
い
の
で

は
あ
る
ま
か
か
」
ー
遇
商
五
じ
巻
一
号
一
〇
六
頁
ー
と
さ
れ
る
。
裁
判
所
の
許
可
を
得
れ
ば
可
能
で
あ

る
か
ら
と
㌧
う
点
に
つ
し
て
は
　
本
来
裁
判
所
の
監
督
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
事
柄
が
商
法
二
七
一
条
一

顧
毅
駁
擁
盤
謀
響
胴
誘
雄
鰭
導



　
右
り
よ
5
な
、
総
会
招
集
行
為
自
体
に
つ
き
、
そ
れ
が
常
務
こ
属
す
ろ
場
合

と
常
務
に
属
さ
な
い
場
合
と
が
あ
る
も
の
と
し
て
判
断
す
る
立
場
に
対
し
て
、

招
集
行
為
自
体
は
無
内
容
で
あ
り
常
務
と
見
て
差
支
え
が
な
く
、
成
立
し
た
決

議
に
も
と
づ
く
執
行
行
為
だ
け
を
制
約
す
れ
ば
商
法
二
七
一
条
の
目
的
は
達
せ

ら
れ
る
と
す
る
立
場
が
あ
る
（
酷
酬
際
騨
舗
珊
詮
旛
鰍
の
Y
し
か
し
、
総
会
決
議
が
常

に
代
行
者
の
執
行
行
為
を
と
も
な
う
も
の
で
は
な
く
、
総
会
決
議
は
そ
れ
自
体

が
団
体
法
上
の
意
思
表
示
と
し
て
直
接
に
特
定
の
法
律
効
果
と
結
び
つ
き
得
る

も
の
で
あ
り
（
本
件
の
取
締
役
解
任
決
議
な
ど
そ
の
例
で
あ
る
）
、
執
行
行
為
に
対

す
る
制
約
だ
け
を
以
て
し
て
は
、
代
行
者
の
権
限
を
常
務
に
限
つ
た
法
の
目
的

は
達
せ
ら
れ
な
い
も
の
と
思
う
漕

　
次
に
、
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
が
取
締
役
の
解
・
選
任
を
目
的
と
し
て
臨

時
総
会
を
招
集
し
た
場
合
に
．
そ
の
総
会
で
な
し
た
決
議
は
決
議
取
消
の
訴
に

よ
つ
て
の
み
取
消
し
得
る
と
す
る
判
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
．
決
議
内
容
に
関
す

る
暇
疵
を
無
効
原
因
と
し
、
決
議
の
手
続
に
関
す
る
蝦
疵
を
取
消
原
因
と
し
て

い
る
わ
が
商
法
の
下
で
、
決
議
の
内
容
に
閑
し
な
い
と
こ
ろ
の
招
集
者
の
無
権

限
の
事
例
で
あ
る
本
件
に
お
い
て
、
上
告
理
由
の
ご
と
く
決
議
の
当
然
無
効
を

主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
決
議
の
不
存
在
を
そ
の
理
由
と
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
、
学
説
は
無
権
限
者
に
よ
る
招
集
の
場
合
は
そ
の

総
会
の
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
（
読
恥
劇
吠
刑
翻
詫
α
仁
免
）
。
こ

れ
に
対
し
て
巾
務
教
授
は
、
　
「
取
締
役
の
職
務
代
行
者
は
、
定
時
総
会
を
招
集

す
る
権
限
を
も
つ
の
み
で
な
く
、
裁
判
所
の
許
可
が
あ
れ
ぽ
臨
時
総
会
を
も
招

集
し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
の
無
権
限
者
．
た
と
え
ば
会
社
債
権
者
の
な

す
招
集
と
同
一
視
す
る
よ
り
も
、
決
議
の
成
立
過
程
に
お
け
る
蝦
疵
と
解
」
す

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

る
の
が
妥
当
（
揃
鵬
キ
）
．
』
さ
瓦
る
。
た
し
か
に
、
代
行
者
は
裁
判
所
の
許
可
ウ
得

れ
ば
臨
時
総
会
を
招
集
し
得
る
地
位
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
会
社
債
権
者
の
ご

と
ぎ
第
三
者
は
、
い
か
な
る
手
続
に
よ
つ
て
も
そ
の
地
位
に
お
い
て
招
集
権
限

を
も
つ
こ
と
は
な
い
点
が
大
い
に
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
無
権
限
者

の
招
集
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
一
律
に
総
会
成
立
を
否
定
L
決
議
不
存
在

と
見
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
（
鰭
就
⑳
副
辮
暁
醐
腓
勲
罐
都
郵
耕
臥
嫌
餅
雛
熊
）
．
石
井
教

授
は
、
株
主
の
多
数
性
・
所
有
と
経
営
の
分
離
よ
り
生
ず
る
会
社
業
務
執
行
機

関
に
対
す
る
株
主
の
関
係
の
第
三
者
化
傾
向
か
ら
し
て
、
株
主
は
一
応
総
会
招

集
権
限
を
有
し
得
る
地
位
に
あ
る
者
の
招
集
の
有
効
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

り
、
局
外
者
の
招
集
の
よ
う
に
外
見
上
も
総
会
が
不
存
在
で
あ
る
よ
う
な
極
め

て
異
例
な
場
合
の
ほ
か
は
、
一
応
総
会
の
成
立
を
認
め
、
決
議
の
手
続
上
の
暇

疵
と
解
す
べ
き
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
（
獅
動
一
聾
墜
語
同
．
）
。
本
件
は
有
限
会
社

の
場
合
で
あ
り
、
有
限
会
社
の
社
員
と
業
務
執
行
機
関
と
の
関
係
か
ら
、
通
念

上
外
見
的
に
も
総
会
が
不
存
在
の
場
合
で
あ
る
か
否
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
右
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
代
表
取
締
役
職
務
代
行
者
の
招
集
し
た
臨

時
総
会
の
決
議
は
不
存
在
と
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。　

私
は
、
決
議
取
消
原
因
と
不
存
在
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
石
井
教
授
の
説
に

賛
成
す
る
が
、
総
会
の
招
集
行
為
と
招
集
通
知
行
為
と
が
、
ち
よ
う
ど
業
務
執
行

行
為
と
代
表
行
為
に
お
け
る
の
と
同
様
に
、
理
論
的
に
分
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
本
件
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
．

総
会
の
招
集
と
は
、
会
社
の
常
設
機
関
た
る
総
会
を
議
決
機
関
と
し
ー
、
機
能
せ

し
め
る
た
め
の
招
集
権
者
の
行
為
で
あ
る
が
、
招
集
通
知
は
観
念
通
知
弔
、
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
（
四
五
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

単
な
る
代
表
行
為
で
あ
る
。
総
会
の
招
集
は
、
株
式
会
社
に
お
い
て
は
取
締
役

会
が
こ
れ
を
為
し
（
鏑
磁
紅
）
、
通
知
は
代
表
機
関
た
る
代
表
取
締
役
が
こ
れ
を
為

す
．
有
限
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
の
過
半
数
の
決
議
に
よ
つ
て
取
締
役
が
招

集
し
（
鮪
根
醗
一
泄
継
μ
－
Y
　
代
表
取
締
役
の
定
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
が
通
知

を
為
す
。
そ
し
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
総
会
の
招
集
に
つ
い
て
は
そ
の
目
的
に
従

つ
て
常
務
に
属
す
る
も
の
と
属
さ
な
い
も
の
と
が
あ
り
得
る
が
、
単
な
る
代
表

行
為
で
あ
る
通
知
は
商
法
二
七
一
条
に
よ
る
制
限
は
な
く
、
従
つ
て
代
表
取
締

役
職
務
代
行
者
は
そ
の
権
限
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
．
例
え
ば
、
唯
一
の
代
表
取

締
役
の
職
務
執
行
停
止
の
仮
処
分
が
な
さ
れ
代
行
者
が
選
任
さ
れ
た
場
合
に
、

他
に
法
律
上
あ
る
い
は
定
款
上
必
要
な
員
数
の
取
締
役
が
居
り
、
取
締
役
会
で

招
集
を
決
定
し
あ
る
い
は
取
締
役
の
過
半
数
で
招
集
を
決
議
し
た
場
合
に
、
代

表
取
締
役
職
務
代
行
者
が
通
知
を
為
す
権
限
を
有
し
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
か

え
つ
て
不
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
件
の
事
例
は
、
招
集
は
無
権
限
者
に
よ
り

な
さ
れ
た
が
招
集
通
知
は
適
法
で
あ
り
、
従
つ
て
、
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役

が
取
締
役
会
の
招
集
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
招
集
通
知
を
発
し
た
場
合
と
同

様
の
ケ
ー
ス
で
あ
つ
て
、
決
議
は
取
消
し
得
る
も
の
と
解
さ
れ
る
（
駄
鵬
画
鋪
醐
）
．

　
二
、
職
務
執
行
停
止
仮
処
分
中
の
取
締
役
を
解
任
し
新
取
締
役
を
選
任
す
る

決
議
は
そ
の
内
容
が
右
仮
処
分
命
令
に
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
．

否
定
説
は
、
理
論
的
に
は
、
－
新
取
締
役
の
選
任
決
議
が
仮
処
分
に
定
め
ら
れ
た

仮
の
地
位
を
変
更
し
、
本
案
訴
訟
の
存
続
を
不
要
な
ら
し
め
、
被
保
全
権
利
に

関
す
る
紛
争
は
完
全
に
終
結
せ
し
め
、
仮
処
分
の
暫
定
的
・
仮
定
的
性
格
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
実
際
上
は
、
代
行
者
の
招
集
せ
る
総
会

に
お
け
る
新
取
締
役
の
選
任
決
議
を
認
め
る
と
、
こ
の
種
仮
処
分
に
よ
る
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
四
五
六
）

の
乗
取
を
肯
定
す
る
結
果
に
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
の
種
の
決
議
は
無
効

で
あ
る
と
い
う
（
憐
諜
蟹
継
諜
講
輔
楚
隷
注
藤
爆
匙
磐
雛
か

醐
醜
駈
杁
）
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
ω
本
件
仮
処
分
の
内
容
は
、
そ
の
資
格
に
問
題

の
あ
る
取
締
役
の
職
務
を
停
止
し
代
行
者
を
選
任
す
る
に
と
ど
ま
り
、
総
会
の

決
議
を
制
限
乃
至
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
代
行
者
に
よ
る
取
締

役
の
職
務
執
行
の
代
行
が
変
則
的
状
態
で
あ
る
以
上
、
会
社
の
自
治
的
措
置
で

新
取
締
役
を
選
任
で
ぎ
る
こ
と
を
認
め
な
い
限
り
、
本
案
の
確
定
に
い
た
る
ま

で
変
則
的
状
態
を
会
社
に
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
云
瓜
社
が
総
会
と
い
う
機
関
を

通
じ
て
自
治
的
、
自
主
的
に
新
な
取
締
役
選
任
の
決
議
を
な
し
た
以
上
こ
れ
を

尊
重
し
て
変
則
的
状
態
を
終
了
せ
し
め
る
道
を
開
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

㈲
こ
の
種
仮
処
分
の
効
力
の
時
的
限
界
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
．
こ
の
点
に

つ
い
て
は
中
務
・
前
掲
一
〇
四
頁
以
下
に
詳
し
い
．
同
教
授
は
、
本
案
判
決
確

定
の
と
き
は
、
こ
の
種
仮
処
分
は
執
行
保
全
と
は
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
仮
処

分
命
令
中
に
「
本
案
確
定
に
至
る
ま
で
」
と
の
条
項
の
有
無
を
問
わ
ず
当
然
に
失

効
し
、
ま
た
株
主
総
会
に
お
い
て
新
な
会
社
機
関
が
適
法
に
選
任
せ
ら
れ
た
場

合
に
も
ま
た
、
仮
処
分
は
そ
の
目
的
の
到
達
に
よ
り
当
然
失
効
す
る
と
い
5
見

解
（
順
併
鞍
謹
懲
酷
）
に
賛
成
さ
れ
て
い
る
。
本
案
判
決
確
定
の
と
き
は
そ
れ
で

よ
い
と
し
て
も
、
新
取
締
役
選
任
の
場
合
は
問
題
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思

う
．
私
は
、
こ
の
種
の
仮
処
分
は
職
務
の
執
行
を
停
止
さ
れ
た
取
締
役
は
解
任
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
、
そ
の
効
力
を
内
容
的
に
発
揮
し
え
な
い

と
い
う
意
味
で
の
裁
判
の
無
効
の
場
合
に
あ
た
る
（
臓
劃
即
礁
踊
聖
加
卦
骸
附
拓
刷
恥
騨

鰹
参
）
と
思
う
。
し
か
し
代
行
者
選
任
に
関
し
て
は
仮
処
分
の
裁
判
が
当
然
に
失

効
す
る
理
由
は
な
く
、
事
情
変
更
に
よ
る
取
消
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぽ
依
然
と
し



て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
新
取
締
役
の
選
任
に
伴
い
仮

処
分
の
理
由
が
消
滅
し
、
取
消
さ
れ
な
い
限
り
は
、
代
行
者
が
職
務
を
遂
行
す

る
が
ゆ
え
に
、
仮
処
分
に
よ
る
代
行
者
と
新
取
締
役
の
権
限
の
矛
盾
衝
突
も
な

い
か
ら
、
こ
の
点
で
も
、
新
取
締
役
の
選
任
は
決
し
て
仮
処
分
に
反
す
る
も
の
で

は
な
い
、
と
考
え
る
。
か
く
し
て
、
私
は
右
仮
処
分
中
で
も
新
取
締
役
の
選
任
決

議
は
適
法
で
あ
る
と
考
え
る
（
財
審
珊
綿
弧
粕
財
階
程
蘭
卵
闘
嘱
喋
加
乾
嘩
一
枇
鵬
一
砒
証
針

雛
翰
離
婁
響
斎
酵
羅
Y

　
三
、
既
述
の
ご
と
く
、
代
行
者
選
任
の
仮
処
分
の
取
消
さ
れ
な
い
限
り
新
取

締
役
で
は
な
く
代
行
者
が
取
締
役
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が

つ
て
新
取
締
役
が
本
件
請
求
異
議
訴
訟
を
受
継
す
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
右
受
継
の
環
疵
は
、
本
件
訴
訟
の
確
定
に
よ
り
治
癒
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
四
二
〇
条
第
三
号
の
再
審
事
由
に
あ
た
る
か
ら
、
原
告
会
社
よ
り
再
審
の

訴
を
提
起
し
う
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
種
の
暇
疵
も
本
件
仮
処
分
の
取
消
に
よ

り
治
癒
さ
れ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
．
し
た
が
つ
て
新
取
締
役
に
よ
る
受
継

に
つ
い
て
は
間
題
が
な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
四
、
以
上
の
ほ
か
若
干
の
訴
訟
法
上
の
問
題
を
補
足
し
て
お
く
。
ま
ず
第

一
に
判
旨
二
は
問
題
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
沖
脇
b
賄
掲
）
。
第
二
に
、
本

件
は
職
務
執
行
停
止
中
の
取
締
役
に
よ
り
な
さ
れ
た
金
銭
消
費
貸
借
契
約
並
び

に
執
行
受
諾
に
暇
疵
の
あ
る
場
合
で
あ
る
。
公
正
証
書
に
表
示
さ
れ
た
実
体
行

為
で
あ
る
金
銭
の
消
費
貸
借
そ
の
も
の
の
環
疵
を
攻
撃
す
る
た
め
請
求
異
議
の

訴
を
提
起
し
た
の
は
理
解
し
う
る
が
、
執
行
受
諾
行
為
の
理
疵
を
理
由
と
し
て

執
行
文
付
与
に
対
す
る
異
議
乃
至
異
議
の
訴
（
幌
礒
かの
贈
騨
駿
趨
鼓
萄
泌
）
に
よ
る
救

済
も
亦
可
能
で
あ
る
．
両
救
済
手
段
の
原
因
が
併
存
し
て
い
る
か
か
る
場
合
で

　
　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

も
、
請
求
異
議
訴
訟
の
法
的
性
質
に
つ
ぎ
実
体
的
確
認
訴
訟
説
ま
た
は
救
済
訴

訟
説
を
と
る
以
上
は
、
単
に
執
行
を
止
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
み
な
ら

ず
、
実
体
的
法
律
関
係
の
確
認
を
も
必
要
と
す
る
以
上
請
求
異
議
訴
訟
の
利
益

が
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
案
判
決
中
直
接
の
判
示

は
な
い
が
、
請
求
異
議
訴
訟
の
訴
の
利
益
を
肯
定
し
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る

点
で
も
本
件
判
決
は
正
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
　
明
・
倉
沢
康
｝
郎
）
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